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臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
受
付
が
間
も
な
く
終
了
し
ま

す
。
申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
原
則

と
し
て
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
給
付
対
象
と
見

込
ま
れ
る
人
に
は
申
請
書
を
す
で
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

支
給
要
件

①
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民

票
が
泉
大
津
市
に
あ
る
こ
と

②
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

③
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
に
当
た
ら

な
い
こ
と

④
生
活
保
護
の
受
給
者
で
な
い
こ
と

支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

５
千
円
（
平
成
29
年
４
月
～
平
成
31

年
９
月
の
２
年
半
分
を
一
括
支
給
）

申
請
期
限

10
月
10
日
㈫
ま
で
（
郵

送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

申
請
方
法

郵
送
ま
た
は
臨
時
給
付

金
担
当
室
（
市
役
所
３
階
）
へ
持
参

（
郵
送
の
場
合
、同
封
の
返
信
用
封
筒

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

本
人
確
認
書
類
や
振
込

口
座
通
帳
の
写
し
の
添
付
忘
れ
、
申

請
書
へ
の
押
印
忘
れ
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
支
給
が

遅
れ
た
り
、
支
給
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

▽
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

▽
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨
時

福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」
の
給

付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
現
時
点
で
、
市
や
厚
生
労
働
省
な

ど
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や

銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報

を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

詐
欺
か
な
？
と
思
っ
た
ら

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
役
所
や
厚

生
労
働
省（
の
職
員
）な
ど
を
か
た
っ

た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便

が
届
い
た
り
し
た
ら
、迷
わ
ず
、最
寄

り
の
警
察
署
（
泉
大
津
警
察
署
☎

23
・
１
２
３
４
）
ま
た
は
警
察
相
談

専
用
電
話（
☎
＃
９
１
１
０
）に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
　
臨
時
給
付
金
担
当
室
（
市
役

所
３
階
）

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
次
の
土
地

を
売
却
し
ま
す
。

場
所

二
田
町
３
丁
目
98
番
５

土
地
面
積

１
０
８
．
０
２
㎡

問
合

総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

市
民
活
動
に
つ
い
て
み
ん
な
で
楽

し
く
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
市
民
活
動
は

し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
何
か
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
み
ん
な
と

一
緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
？

日
時

９
月
９
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）

定
員

申
込
先
着
20
人

申
込
・
問
合
　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
☎

24
・
９
０
１
６
、
フ
ァ
ク
ス
24
・
９

０
１
７
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、
全

国
で
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広

が
っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の

つ
な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
大
阪
い
ず
み
市
民

生
活
協
同
組
合
よ
り
肉
、野
菜
、果
物

を
、高
橋
米
穀
店
よ
り
、お
米
を
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
時

９
月
27
日
㈬
　
午
後
６
時
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、
当
日
中
止
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
０
）
へ

問
合

こ
ど
も
未
来
課
（
市
役
所
１

階
３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

市役所
お知らせ

からの

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
受
付
は
10
月
10
日
㈫
ま
で

※H29年8月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,271人 (−45人)
●女
 39,192人 (−41人)
●男
 36,079人  (−4人)
●世帯数
33,889世帯(−17世帯)
●面積
   13.43㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

市
有
地
を
売
却

ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
を

開
催
し
ま
す

お
づ
み
ん
食
堂

９
月
27
日
に
開
催
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（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

の
お
知
ら
せ

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、10
月
31
日

ま
で
で
す
。11
月
１
日
か
ら
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
有
効
期
限
満
了
後
、
自
己
責
任

の
も
と
細
か
く
は
さ
み
で
切
る
な
ど
、

保
険
証
を
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、新
し
い
被
保
険
者
証
は
、10

月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で
世
帯
主
あ

て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。ま
た
、10
月
中
に
手
続
き
が

必
要
な
世
帯
に
は
、
９
月
末
ま
で
に

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
保
険
者
の
特
例
給
付
に
つ
い
て

入
院
・
施
設
入
所
や
学
校
の
就
学

な
ど
で
泉
大
津
市
を
転
出
し
た
場
合
、

特
例
で
泉
大
津
市
の
保
険
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。特
例
給
付
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
転
出
さ
れ
る
人
の
被
保
険

者
証
と
印
鑑
、入
所
さ
れ
る
施
設
の
入

所
証
明
や
学
校
の
在
学
証
明
書（
学
生

証
写
し
で
も
可
）、
新
し
い
住
所
の
住

民
票
が
必
要
で
す
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

～
限
り
あ
る
資
源
、
水
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
～

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
常
に
安
心
安

全
な
水
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

水
も
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
水
の
大

切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
水
漏
れ
の
と
き
は
ご
連
絡
を

▽
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
の
場
合

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
メ
ー
タ

ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ

て
い
る
と
き
は
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
修

理
費
用
は
自
己
負
担
）。

▽
道
路
な
ど
の
場
合

道
路
な
ど
で
水
漏
れ
に
気
づ
い
た

人
は
、水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
蛇
口
か
ら
の
場
合

蛇
口
か
ら
の
ポ
タ
ポ
タ
漏
れ
は
パ

ッ
キ
ン
を
取
り
替
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
場
合
止
ま
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
場
合
は
届
出
を

次
の
場
合
は
、３
～
５
日
前
ま
で
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
（
電
話
連
絡
可
）

▽
引
っ
越
し
し
て
き
た
と
き（
転
入
）

▽
引
っ
越
し
さ
れ
る
と
き
（
転
出
・

転
居
）

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
早
く
届
け
出

て
く
だ
さ
い

▽
長
期
に
わ
た
っ
て
水
道
を
使
用
し

な
い
と
き

▽
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃

止
す
る
と
き

▽
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

▽
用
途
や
集
合
住
宅
扱
い
の
使
用
戸

数
が
変
わ
る
と
き

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
減
免

市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
や
重
度
身

体
障
が
い
者
な
ど
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
福
祉
減
免
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、市
外
か
ら
給
排
水
を

う
け
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
つ
い

て
も
福
祉
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、
左
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
工
事
は
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
で

水
道
の
新
設
・
改
造
（
蛇
口
の
交

換
は
除
く
）は
、市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
以
外
は
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
施
工
内
容
や
工
事
代
金
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
で
施
工
し
て
く
だ
さ

い
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

水
道
料
金
な
ど
の
納
付
は
、
便
利

で
安
全
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
振
替
日
は
検
針
の

翌
月
17
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
で
す
。

不
審
者
の
訪
問
に
ご
注
意
を

水
道
料
金
の
集
金
の
委
託
を
受
け

て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
訪
問
し
、

「
水
道
料
金
が
滞
納
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
水
道
を
止
め
ざ
る
を

得
な
い
。」と
説
明
し
、現
金
を
要
求
す

る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。水

道
課
で
は
、水
道
料
金
の
訪
問
に
よ
る

集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。ご
注
意
く

だ
さ
い
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

水
道
や
下
水
道
関
係
の
訪
問
販
売

や
電
話
に
よ
る
勧
誘
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。次
の
よ
う
な
こ
と
は
、市
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
依
頼
の

な
い
水
質
検
査

▽
浄
水
器
な
ど
の
取
り
付
け
・
販
売

お
よ
び
点
検
や
部
品
交
換

▽
宅
地
内
で
の
水
道
管
や
下
水
管
の

水
管
洗
浄

問
合
水
道
課
（
市
役
所
２
階
26
番

窓
口
）、
下
水
道
課
（
25
番
窓
口
）

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
期
間
を「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」の
強
化
週
間
と
し

て
、
平
日
の
受
付
期
間
を
延
長
し
、

土
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

９
月
４
日
㈪
～
10
日
㈰
　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た
だ
し
、

９
日
㈯
、
10
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

相
談
電
話
番
号

０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０

相
談
内
容

い
じ
め
、
虐
待
お
よ
び

差
別
待
遇
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
人
権
問
題

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

問
合

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

（
☎
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

所得
基準

適用世帯 水道料金 下水道使用料

329 円（消
費税など
を含まな
い。）

600 円（消
費税など
を含まな
い。）

市
民
税
非
課
税
世
帯

※ただし生活保護受給世帯を除く

ひとり親家庭の医療証の交付を受けている世帯
身体障がい者手帳 1・2級の交付を受けてい
る人が属する世帯
精神障がい者保健福祉手帳 1・2級の交付を
受けている人が属する世帯
療育手帳A・B1の交付を受けている人が属
する世帯
特別児童扶養手当受給世帯
高齢者世帯（世帯構成員全員が 70歳以上）

水道料金・下水道使用料の減免が適用される世帯

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す

か
？第

十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
４

月
２
日
の
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者
の
妻

や
父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
に
、以

下
の
順
番
で
順
位
が
先
に
な
る
遺
族

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
の
遺
族
で

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
Ⅰ
父
母
　
Ⅱ
孫

Ⅲ
祖
父
母
　
Ⅳ
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
上
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た

人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

国
債
名
称
…
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国

庫
債
券
　
い
号
、額
面
…
25
万
円（
５

年
償
還
）

請
求
窓
口
　
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

１
階
８
番
窓
口
）

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
全

国
で
年
間
２
万
２
千
人
前
後
と
な
っ

て
お
り
、
大
阪
府
で
も
約
１
２
５
０

人
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

雑
に
関
係
し
て
、「
そ
の
多
く
が
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
あ
り
、「
そ
の

多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的

な
問
題
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、１
人
で
悩
ま
ず
、専
門
の
相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気
づ

い
た
ら
、温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相

談
を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ

ル
　
☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５

６
　

■
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
　
☎
０
６
・

６
６
０
７
・
８
８
１
４
　
月
・
火
・

木
・
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
30
～
午
後
５
時

■
若
者
専
用
電
話
相
談
（
わ
か
ぼ
ち

ダ
イ
ヤ
ル
)
☎
０
６
・
６
６
０

７
・
８
８
１
４
　
水
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時■
最
寄
り
の
大
阪
府
の
保
健
所
の
精

神
保
健
福
祉
相
談
　
平
日
　
午
前
９

時
～
午
後
５
時
45
分

■
関
西
い
の
ち
の
電
話

☎
０
６
・
６
３
０
９
・
１
１
２
１

24
時
間
、
３
６
５
日

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
　
☎
０

６
・
６
２
６
０
・
４
３
４
３
　
金
曜

日
　
午
後
１
時
～
日
曜
日
　
午
後
10

時
（
57
時
間
）

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
　
☎
０
６
・
６

９
４
２
・
９
０
９
０
　
月
曜
日
　
午

後
８
時
～
火
曜
日
　
午
前
３
時
（
７

時
間
）

■「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」　
☎

０
１
２
０
・
７
８
３
・
５
５
６
　
毎

月
10
日
　
午
前
８
時
～
翌
日
　
午
前

８
時
（
24
時
間
）

■
大
阪
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
　
☎
57
・
５
２
２
５
　
平
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
大
阪
府
債
務
整
理
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
（
借
金
の
悩
み
相
談
室
）
　
☎
０

６
・
６
２
１
０
・
９
５
１
２
　
平
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
））

☎
０
６
・
６
６
９
１
・
２
８
１
８

平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

大
切
な
人
を
自
死（
自
殺
）で
亡
く

さ
れ
た
人
の
た
め
に
、
来
所
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
こ
こ
ろ

の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談

員
が
、相
談
に
応
じ
ま
す
。お
電
話
の

際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

問
合

生
活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
快
適
に
ペ
ッ
ト
と

暮
ら
す
た
め
に
も
愛
情
と
責
任
を
も

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
う
場
合

▽
正
し
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。　
▽
散

歩
時
は
リ
ー
ド
を
適
切
な
長
さ
に
保

ち
、歩
行
者
な
ど
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
▽
放
し
飼
い

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
。
平
成
24
年
４
月
か
ら

条
例
で
ふ
ん
の
放
置
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
▽
飼
い
犬
登
録
の
届
け

出
を
行
い
、
毎
年
一
回
狂
犬
病
予
防

接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
　
▽

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
う
場
合

▽
感
染
病（
皮
膚
炎
な
ど
）や
交
通
事

故
の
防
止
な
ど
、
猫
の
健
康
と
安
全

の
た
め
に
も
、
室
内
で
飼
う
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
　
▽
室
内
で
飼
う

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
隣
近
所
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
、
野
良
猫
な
ど
に
エ
サ
を
与
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
や
猫
以
外
の
動
物
を
飼
う
場
合

も
、
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
に
注
意

し
、隣
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の

マ
ナ
ー
を
ペ
ッ
ト
は
見
て
い
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

９
月
20
日
～
26
日
は

「
動
物
愛
護
週
間
」

９
月
10
日
～
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」

□疲れているのに眠れない日が 2週間以上続いている
□食欲がなく体重が減っている
□だるくて意欲がわかない
□原因不明の体調不良が続く

不眠が続くことはないですか？

これは「うつ病」の症状かもしれません。
睡眠と食欲という生きていく基本がそこなわれると、体調がどん
どん悪くなり、気力やがんばりで克服するのは困難です。
≪専門の相談機関や医療機関に相談してください≫

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ



ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
を
捨
て
て
し
ま
う
と
、
ご
み
収
集

車
内
で
ガ
ス
が
漏
れ
、
火
災
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
炉
で
爆
発
す

る
可
能
性
が
あ
り
焼
却
炉
な
ど
の
破

損
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
必
ず
使
い
き
っ
て

か
ら
穴
を
開
け
ず
に
資
源
ご
み
Ｃ
（
か

ん
・
ビ
ン
な
ど
）
の
日
に
捨
て
て
く
だ

さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の

処
理
方
法

必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
ガ
ス
が
残

っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
使
い
切
れ
な
い
物
は
中
身
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ス
プ
レ
ー
缶
の
場
合
…
火
の
気
の

な
い
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
、
ス
プ
レ

ー
ボ
タ
ン
を
押
し
て
中
身
を
出
し
切

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身
の
出
し
方
に

つ
い
て
は
、
㈳
日
本
エ
ア
ゾ
ー
ル
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
場
合
…
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
の
強
い
火
力
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
中
の
ガ

ス
を
最
後
ま
で
消
費
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
使
い
き
れ
な

い
も
の
や
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
処
理

の
方
法
の
質
問
は
、
㈳
日
本
ガ
ス
石
油

機
器
工
業
会
　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
お

客
様
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
１
４
・
９
９
９
６

平
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
注
意
ガ
ス
を
抜
く
た
め
、
穴
を
開

け
よ
う
と
、
く
ぎ
を
刺
し
た
り
ハ
ン
マ

ー
で
た
た
い
た
り
す
る
と
爆
発
の
恐

れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、
お
や

め
く
だ
さ
い
。

事
故
事
例

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
廃

棄
し
よ
う
と
穴
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
そ

ば
に
あ
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
滞
留

し
た
ガ
ス
に
引
火
し
爆
発
し
た
。

問
合
消
防
署
予
防
係
（
☎
21
・
０
１

１
９
）

大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契
約

書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
設
・
産
廃

業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設
立
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
19
日
㈫
　
午
後
１
時
～

３
時

場
所
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

本
市
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、議
会
の
同
意
を
得
て
、次
の
16
人

が
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
３

年
で
す
。

農
業
委
員
…
村
田
彦
一
、小
門
豊
、山

内
千
代
治
、寺
田
幹
、八
木
昌
彦
、藤

原
文
彦
、松
本
信
幸
、川
崎
勝
、村
田

重
喜
代
、川
西
好
、小
門
利
太
郎
、辻

川
雄
史
、小
林
茂
、堀
内
久
雄
、寺
田

定
義
、
北
島
政
夫

問
合

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役

所
３
階
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
へ
の
市

民
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、
被
保
険

者
を
代
表
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集

１
人

応
募
資
格

10
月
１
日
現
在
20
歳
以

上
、
75
歳
未
満
の
泉
大
津
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
（
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び
職
員
を

除
く
）

会
議
開
催

２
時
間
程
度
の
会
議
を

年
２
～
３
回
程
度
開
催
予
定
（
開
催

は
主
に
平
日
の
午
後
）

委
嘱
期
間

10
月
１
日
～
平
成
31
年

９
月
30
日
（
２
年
間
）

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
と

「
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文（
８

０
０
字
程
度
）を
添
え
て
、保
険
年
金

課
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。応
募
用
紙
な
ど
は
、保
険
年
金

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

募
集
期
間

９
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

（
必
着
）

選
考

選
考
は
提
出
さ
れ
た
作
文
な

ど
に
よ
り
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は

応
募
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

申
込
・
問
合

保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
６
番
窓
口
）

■
防
衛
大
学
校
学
生

修
学
年
限
４
年
。
卒
業
後
１
年
で

幹
部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
～
21
歳
未
満

受
付
期
間

▽
推
薦
・
総
合
選
抜

…
９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭
　
▽
一
般

…
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

■
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

修
学
年
限
６
年
。
医
師
免
許
取
得

後
幹
部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒（
見
込
み
含
む
）18
歳
以
上
～
21
歳

未
満

受
付
期
間

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

■
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

修
学
年
限
４
年
。
看
護
師
免
許
取

得
後
、
幹
部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒（
見
込
み
含
む
）18
歳
以
上
～
21
歳

未
満

受
付
期
間

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

問
合

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・

４
２
６
・
０
９
０
２
）

９
月
19
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

27 広報いずみおおつ　平成29年9月号 26

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

９
月
21
日
㈭
～
30
日
㈯
の
10
日

間
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止
」、「
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
」、「
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」、「
飲

酒
運
転
の
根
絶
」
の
４
つ
が
交
通
安

全
運
動
の
重
点
項
目
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
秋
の
運
転
者
講
習
会
開
催

自
動
車
安
全
運
転
と
事
故
防
止
の

運
転
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

講
習
会
日
程
表

▽
９
月
12
日
㈫
…
南
公
民
館
第
１
、

２
研
修
室

▽
13
日
㈬
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
集

会
室

▽
14
日
㈭
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
３
０

１
会
議
室

▽
15
日
㈮
…
北
公
民
館
大
会
議
室

※
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
・
午
後

７
時
開
講

■
交
通
安
全
大
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
！泉

大
津
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

で
は
、
忠
岡
町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
と
共
催
で
、「
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
交
通
安
全
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
５
日
㈭
…
午
後
１
時
30

分
～

場
所
…
忠
岡
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

市
内
の
泉
大
津
駅
・
松
ノ
浜
駅
・

北
助
松
駅
の
周
辺
は
、
自
転
車
な
ど

の
放
置
禁
止
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
な
ど
は
、
放
置
車
両
と
み
な
し

て
、保
管
場
所
へ
移
送
し
ま
す
。放
置

自
転
車
な
ど
は
、
歩
行
者
の
通
行
障

害
や
緊
急
活
動
の
阻
害
、
街
の
美
観

を
損
な
う
な
ど
の
迷
惑
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
安
易
な
気
持
ち
で

自
転
車
を
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
駐
輪

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

利
用
料
金
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）

市
で
は
、
地
域
環
境
基
金
を
用
い

て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
取
り
組
み
、

今
年
は
市
内
幼
稚
園
や
保
育
所
、
市

庁
舎
な
ど
18
施
設
に
設
置
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、
つ
る
性

植
物
（
ゴ
ー
ヤ
・
ア
サ
ガ
オ
・
へ
ち

ま
な
ど
）
を
ベ
ラ
ン
ダ
や
窓
の
外
部

に
は
わ
せ
る
事
に
よ
り
、
カ
ー
テ
ン

の
よ
う
に
覆
い
夏
の
暑
い
日
差
し
を

効
果
的
に
遮
り
、
目
に
も
地
球
に
も

優
し
い
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。

葉
か
ら
の
水
分
の
蒸
散
作
用
に
よ

り
気
化
熱
が
奪
わ
れ
温
度
が
下
が

り
、
葉
陰
に
風
を
呼
ぶ
こ
と
が
出
来

る
の
で
、
室
温
を
２
～
４
℃
下
げ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
効
果

か
ら
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
節
電
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
の
排
出
の
削

減
、
光
合
成
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
な
ど
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
も
繋
が
り
ま
す
。
実
っ
た
ゴ
ー

ヤ
は
食
べ
る
事
が
で
き
、
夏
バ
テ
防

止
に
も
役
立
ち
、
ま
さ
に
一
石
三
鳥

の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
）

■10月1日～7日は全国労働衛生週間です。
「働き方改革で見直そう　みんなが輝く　健康職場」
労働衛生週間は、労働衛生に関する国民の意識を高め、職場

での自主的な活動を促して働く人の健康を確保することなど
を目的に実施します。「働き方改革実行計画」に基づく、治療
と仕事の両立支援、メンタルヘルス対策、過重労働対策などの
推進のため、さまざまな取り組みを展開します。

■「シニア向け合同企業説明会」を開催します！
シニア雇用に積極的な企業（20 社程度）と、まだまだ現役

で働きたい人を結び付ける催しを開催します。
日時 ９月８日㈮　午後 1 時 30 分～4 時

場所 ヤマダ電機（LABI１なんば）４階　イベントスペース
LABI Gate（大阪市浪速区難波中 2-11-35）
＜最寄駅＞南海電鉄・地下鉄各線「なんば駅」、近鉄・JR「難
波駅」

■女性のスキルアップ×就業支援「大阪府Lフェニックス拡
充訓練」　参加者募集

資格や経験を活かして、“私らしい働き方”を見つけません
か？　資格や経験を持ちながら、出産や育児、転職などで仕事
から遠ざかっている女性に、スキルのブラッシュアップや、複
合的な知識を習得するための研修を受け、再就職を支援する
大阪府の就業支援事業です。語学力・総務経理・建築不動
産・WEB・IT・CAD・営業・看護師・理美容師などの資
格・業界経験をお持ちの人をサポートします。詳細はお問い
合わせください。

就職に役立つセミナーやイベントも開催しています。参加
資格など詳しくは、お問い合わせください。

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

シニア就業促進センター
（☎06・6910・0848）

L フェニックス拡充訓練事務局
（☎06・4708・4513）

９
月
21
日
～
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
の
処
分
方
法
に
ご
注
意
！

泉
大
津
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集

自
衛
官
募
集

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
園
児

た
ち
も
取
り
組
み
ま
し
た

↑くすのき認定こど
も園の緑のカーテン

農
業
委
員
の
改
選



■
３
日
で
身
に
つ
く
会
話
術
（
全
３

回
）
一
時
保
育
あ
り

“
言
葉
で
伝
え
る
技
術
や
コ
ツ
を
知

り
、あ
な
た
も
言
葉
の
伝
達
者
に
！
”

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
実

際
に
言
葉
の
伝
達
術
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
10
月
13
日
㈮
　
「
好
感
を
持
た
れ

る
会
話
術
」

▽
10
月
20
日
㈮
　
「
言
葉
は
あ
な
た

の
声
で
変
化
す
る
」

▽
10
月
27
日
㈮
　
「
見
え
な
い
相
手

に
伝
え
て
み
よ
う
！
」

時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
12
人

受
講
料

３
０
０
円

持
物

筆
記
用
具

講
師

安
藤
裕
恵
氏
・
石
橋
　
翔
氏

一
時
保
育

先
着
６
人
（
６
か
月
～

就
学
前
の
幼
児
）

申
込
・
問
合

９
月
８
日
㈮
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎
33
・

１
７
６
４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０

０
）
へ

申
込
用
紙
は
一
人
一
枚
配
布
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
翌
日
か
ら

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま

す
。な
お
、申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座
の
受

講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座
Ｂ

日
時

11
月
14
日
～
平
成
30
年
３
月

20
日
　
第
２
・
４
火
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
～
正
午
（
全
10
回
）

定
員

20
人

受
講
料

１
０
０
０
円

内
容

上
半
身
、下
半
身
、体
幹
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
交
え
、
家
で
も
で
き
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

■
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
講
座
Ｂ

日
時

11
月
８
日
～
平
成
30
年
３
月

28
日
　
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
～
11
時
45
分
（
全
10
回
）

定
員

20
人

受
講
料

１
０
０
０
円

内
容

イ
ス
に
座
り
な
が
ら
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

■
音
楽
療
法
を
楽
し
む
Ｂ

日
時

11
月
２
日
～
平
成
30
年
３
月

15
日
　
第
１
・
３
木
曜
日
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分
（
全
10
回
）

定
員

16
人

受
講
料

５
０
０
円

教
材
費

５
０
０
円

内
容

音
楽
は
人
の
心
や
身
体
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
そ
ん
な
音
楽
の
特

性
を
利
用
し
て
心
や
身
体
を
健
康
に

す
る
音
楽
療
法
を
体
験
し
ま
す
。

■
自
力
整
体
体
操
講
座
Ｂ

日
時

10
月
27
日
～
平
成
30
年
３
月

23
日
　
第
２
・
４
金
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
～
正
午
（
全
10
回
）

定
員

25
人

受
講
料

１
０
０
０
円

内
容

自
分
自
身
の
力
で
身
体
の
歪

み
を
整
え
て
自
然
治
癒
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
引
き
出
す
体
操
を
行
い
ま
す
。

<
共
通
事
項
>

注
意
事
項

▽
都
合
に
よ
り
日
程
・

回
数
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
ま

す
。
▽
受
講
料
返
金
不
可

申
込

10
月
18
日
㈬
、
19
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
申
込
不
可
）

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
次

の
順
で
優
先
。

①
過
去
３
年
間
、
連
続
し
て
当
講
座

を
抽
選
で
落
選
し
た
人
　
②
昨
年

度
、
当
講
座
を
受
講
し
て
い
な
い
人

③
昨
年
度
、
当
講
座
を
受
講
し
た
人

※
今
年
度
、
各
募
集
講
座
の
Ａ
（
前

期
）
を
受
講
し
た
人
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚

障
害
者
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
た
め
、
点
字
の
基
礎
知
識
か
ら
学

ぶ
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

10
月
24
日
～
３
月
27
日
　
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
前
10
時
～
正
午

（
全
10
回
）

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
10
人
（
た
だ
し
申
し
込

み
が
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

受
講
料

無
料
　（
た
だ
し
、テ
キ
ス

ト
代
１
０
８
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
合

９
月
４
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
電
話
申
込
可
）

（
☎
23
・
１
３
９
０
）

日
時
　
11
月
５
日
㈰
　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

場
所

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト

対
象

保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人
、
大
阪
府

民
の
人

参
加
費

２
０
０
０
円
（
大
阪
市
・

他
府
県
か
ら
の
参
加
者
は
４
０
０
０

円
）

全
体
会
　
「
子
ど
も
た
ち
に
届
け
よ

う
！
 絵
本
を
通
し
て
豊
か
な
文
化

を
」

（
午
前
10
時
～
11
時
45
分
）

長
谷
川
義
史
氏
（
絵
本
作
家
）

申
込
・
問
合

９
月
11
日
㈪
～
10
月

20
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で
第
19
回
大
阪
保
育
子
育

て
人
権
研
究
集
会
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ち
ゃ
い
る
ど
ネ
ッ
ト
大
阪
）
へ

（
〒
５
４
０
０ー
０
０
６
大
阪
市
中
央

区
法
円
坂
１
１ー
3ー5

ア
ネ
ッ
ク
ス

パ
ル
法
円
坂
、
☎
０
６
・
４
７
９

０
・
２
２
２
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
６
・

４
７
９
０
・
２
２
２
３
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
所
定
の
用
紙
は
こ
ど
も
未
来
課
に

あ
り
ま
す
。
ち
ゃ
い
る
ど
ネ
ッ
ト
大

阪
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://w
w

w
.childnet.or.jp）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

29 広報いずみおおつ　平成29年9月号

（「
募
集
」
の
続
き
）

平
成
29
年
10
月
か
ら
勤
務
予
定

市
役
所
庁
内
や
公
民
館
な
ど
の
関

係
施
設
で
事
務
補
助
業
務
を
行
う
臨

時
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
事
前
登
録

を
随
時
募
集
・
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

登
録
資
格
①
62
歳
未
満
の
人
（
定
年

62
歳
）
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

人
（
文
書
作
成
・
表
計
算
程
度
）
　
②

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

賃
金

▽
１
日
７
時
間
45
分
勤
務
…

日
額
７
１
３
０
円
　
▽
１
日
７
時
間

30
分
勤
務
…
日
額
６
９
０
０
円
（
市
外

在
住
者
に
は
交
通
費
の
支
給
あ
り
）

※
社
会
保
険
加
入
あ
り
。

任
用
期
間

６
か
月
以
内
（
更
新
は
１

回
の
み
可
能
で
、
最
長
１
年
間
が
限
度
）

勤
務
場
所
（
時
間
）
市
役
所
の
庁
内

（
週
38
時
間
45
分
）
ま
た
は
関
係
施
設

（
週
37
時
間
30
分
）

登
録
方
法
登
録
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
ま

た
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

り
、
人
事
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

採
用
方
法

臨
時
職
員
の
採
用
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
に
、
登
録
者
名
簿
よ

り
選
考
し
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
ま
す

（
登
録
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

そ
の
他
注
意
事
項

▽
市
販
の
履
歴
書
の
場
合
は
、
本
人
希

望
記
入
欄
な
ど
に
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
勤
務
の
可
否
や
、
夜
間
勤
務

（
午
後
９
時
ま
で
）
の
可
否
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
庁

内
勤
務
と
な
っ
た
場
合
の
通
勤
手

段
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
臨
時
職
員
要
員
の
登
録
有
効
期
限

は
登
録
日
よ
り
１
年
間
で
す
。

▽
そ
の
他
雇
用
条
件
の
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

人
事
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）

「
シ
ニ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
事
業
」

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
学
び

た
い
意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

本
市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
プ
ー
ル
学

院
大
学
短
期
大
学
部
、
羽
衣
国
際
大

学
、
桃
山
学
院
大
学
で
実
施
す
る
社

会
人
向
け
講
座（
後
期
）の
募
集
に
合

わ
せ
、
講
座
を
受
講
す
る
人
に
受
講

料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
は
全
行
程
修
了
後

に
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

対
象

60
歳
以
上
の
市
民
の
人
（
昭

和
33
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
）

補
助
対
象
と
な
る
講
座

①
プ
ー
ル
学
院
大
学
短
期
大
学
部
聴

講
生
・
科
目
等
履
修
生
講
座

②
羽
衣
国
際
大
学
授
業
公
開
講
座

③
羽
衣
国
際
大
学
社
会
人
講
座

④
桃
山
学
院
大
学
社
会
人
聴
講
生
制

度⑤
桃
山
学
院
大
学
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
学
部
開
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

※
受
講
申
し
込
み
が
す
で
に
終
了
し

て
い
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
費
用

受
講
料
、資
料
代
、テ
キ
ス
ト
代
の

合
計
の
半
額
（
１
０
０
０
円
未
満
切

捨
、
上
限
１
万
円
）

※
複
数
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
、

補
助
対
象
と
な
る
の
は
１
講
座
の

み
。ま
た
、出
席
回
数
が
３
分
の
２
に

満
た
な
い
場
合
は
、
補
助
金
を
支
給

し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合

大
学
へ
受
講
申
し
込

み
後
、
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
印
鑑
を

持
参
し
、
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４

階
）
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
講
座
の
種
類
や
内
容
の
詳
細
は
各

大
学
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
プ
ー
ル
学
院
大
学
な
ら
び
に
短
期

大
学
部
・
教
職
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７

２
・
２
９
０
・
２
４
８
１
）（
直
）

▽
羽
衣
国
際
大
学
（
☎
０
７
２
・
２

６
５
・
７
０
０
０
）
　
▽
桃
山
学
院

大
学
社
会
人
聴
講
生
制
度
（
☎
54
・

３
１
３
１
）

■
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
講
座

通
常
の
植
物
と
比
べ
、
水
や
り
の

回
数
が
少
な
く
生
命
力
が
強
い
植
物

で
、
手
軽
に
お
世
話
で
き
る
こ
と
や

ぷ
っ
く
り
し
た
か
わ
い
ら
し
い
見
た

目
で
大
人
気
の
多
肉
植
物
！

カ
ッ
ト
苗
を
使
っ
て
個
性
豊
か
な

多
肉
植
物
で
自
分
ら
し
い
寄
せ
植
え

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
　
植
え
方

や
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
も
説
明
し
ま

す
。
麻
紐
で
編
ん
だ
プ
ラ
ン
ツ
ハ
ン

ガ
ー
も
作
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
29
日
㈮
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館

２
階
）

定
員

先
着
10
人

材
料
費

５
０
０
円

持
物

ピ
ン
セ
ッ
ト
（
割
り
ば
し
で

も
可
）、
小
さ
め
の
持
ち
帰
り
用
紙

袋
、も
の
さ
し
、エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
。

講
師

石
井
紀
子
氏

一
時
保
育

先
着
３
人
（
６
か
月
～

未
就
学
児
。
９
月
20
日
㈬
ま
で
に
申

し
込
み
）

申
込
・
問
合

９
月
12
日
㈫
か
ら
材

料
費
を
添
え
て
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

（
☎
・
フ
ァ
ク
ス
21
・
６
５
５
５
）へ

※
欠
席
の
場
合
必
ず
連
絡
し
、
後
日

材
料
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
材

料
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
「
お
と
な
の
手
習
い
」
講
座

毛
筆
を
使
い
、
仮
名
文
字
や
挿
絵

を
習
得
し
手
作
り
の
年
賀
状
や
礼
状

を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
古
来

の
文
化
に
触
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

脳
の
老
化
防
止
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

日
時

10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
、11
月
10
日（
全
５
回
）い
ず
れ

も
金
曜
日
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
15
人

受
講
料

１
０
０
０
円
（
教
材
費
含

む
）

講
師

勝
野
玲
子
氏

申
込
・
問
合

９
月
６
日
㈬
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
北
公
民
館
（
☎
23
・

０
５
０
５
）
へ

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
７
日

㈭
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
後

の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
に
つ
い
て
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

28

大
学
の
社
会
人
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
後
期
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

か
ら
の
お
知
ら
せ

北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
生
募
集

第
19
回
　
大
阪
保
育
子
育
て

人
権
研
究
集
会

一
般
事
務
補
助
臨
時
職
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
要
員
の
登
録



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
心
に
行
い
、
家
庭
で
も
で
き
る

運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

９
月
14
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
～
11
時

場
所

コ
コ
フ
レ
ア
（
南
海
泉
大
津

駅
　
高
架
下
）

対
象

60
歳
以
上
（
医
師
に
よ
る
運

動
制
限
の
な
い
人
に
限
る
）

定
員

先
着
10
人
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合

９
月
１
日
㈮
～
13
日

㈬
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
ス
タ
24
泉
大
津
（
☎
20
・
６
７
３

０
）総

務
省
統
計
局
（
大
阪
府
・
泉
大

津
市
）で
は
、10
月
１
日
現
在
で
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に
基
づ
き

実
施
す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。皆

さ
ん
に
よ
り
便
利
に
回
答
い
た

だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回
答
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査
を

お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

国
民
年
金
基
金
は
、
少
し
で
も
ゆ

と
り
の
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
法
の
規

定
に
も
と
づ
き
、国
民
年
金（
老
齢
基

礎
年
金
）
の
上
乗
せ
と
し
て
給
付
す

る
公
的
な
個
人
年
金
制
度
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
、
ま
た
60

歳
以
上
65
歳
未
満
や
海
外
に
居
住
し

て
い
る
人
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
る
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
は
希
望
さ
れ
る
年
金
の
型
と

口
数
・
年
齢
・
性
別
で
決
ま
り
、受
け

取
る
年
金
額
も
わ
か
る
た
め
、老
後
の

生
活
設
計
に
役
立
ち
ま
す
。ま
た
、掛

金
額
は
一
定
で
、全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
税
法
上
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、受
け
取
る
年
金
に
も
公
的

年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合

大
阪
府
国
民
年
金
基
金
（
☎

０
６
・
６
７
７
５
・
５
７
７
５
、
０

１
２
０
・
６
５
・
４
１
９
２
）

保
護
猫
が
多
数
参
加
、
ね
こ
ろ
じ
の

会
主
催
譲
渡
会「
cat on fleek」の
ブ

ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。（
全
頭
血

液
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
・
駆
虫
済
）

予
約
不
要
で
す
。
当
日
は
お
見
合
い

の
み
、
後
日
の
お
引
き
渡
し
と
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
！

日
時

９
月
24
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所

堺
市
堺
区
北
花
田
口
町
３
-１
-

15

東
洋
ビ
ル
１
階
（
南
海
高
野
線
堺

東
駅
下
車
す
ぐ
）

問
合
catonfleek＠
yahoo.co.jp

※
こ
の
事
業
は
、
が
ん
ば
ろ
う
基
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

遺
言
、任
意
後
見
、離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
、金
銭
消
費
貸
借
、土
地

建
物
の
賃
貸
借
契
約
な
ど
の
公
正
証

書
に
関
す
る
相
談
や
離
婚
時
の
年
金

分
割
の
合
意
書
、会
社
定
款
、確
定
日

付
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

10
月
３
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

相
談
員

大
阪
府
下
の
公
証
人

問
合

上
六
公
証
役
場
（
公
証
人
井

阪
博
０
６
・
６
７
６
３
・
３
６
４

８
）な

お
、
大
阪
府
下
の
各
公
証
役
場

で
は
、
毎
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
ま
で

無
料
公
証
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

人
気
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
 グ
ル
ー
プ
の
カ

バ
ー
ダ
ン
ス
や
日
韓
舞
踊
、
伝
統
芸
能

な
ど
、
多
数
出
演
し
ま
す
。

日
時

９
月
24
日
㈰
　
午
後
０
時
30

分
～
４
時

場
所
浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
）

定
員
先
着
１
５
０
０
人

入
場
料
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合

韓
国
民
団
泉
州
支
部

（
☎
32
・
５
４
５
２
　
フ
ァ
ク
ス
32
・

５
７
６
９
）
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■淡路島＝関西国際空港間の定期航路が 10 年ぶりに復活
7 月 9 日㈰より、関西国際空港から淡路島の洲本港へアク

セスする高速船が、2007 年以来 10 年ぶりに復活していま
す。淡路島は、兵庫県の南方に位置する瀬戸内海最大の島で、
関西の人気リゾート地です。これまで高速バスで約 2 時間か
かっていた陸路でのアクセスが、船では約半分の 1 時間に短
縮され、早朝のフライトにも対応した 1 日 5 往復のスケジュ
ールで運航しています。豊かな自然に囲まれ、キャンプや果物
狩りなど、秋のアウトドアにもぴったりな淡路島に、関西国際
空港から出かけてみませんか。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/special/event/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/special/event/

■
「
あ
す
と
び
っ
！
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
し
ま
す
！

未
来
へ
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
学
び
と
遊
び
の
場
「
あ
す
と
び

っ
！
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
「
か
ら
だ
あ
そ
び
」

運
動
大
好
き
キ
ッ
ズ
に
へ
ん
し

ん
！
　
に
こ
に
こ
元
気
に
親
子
で
遊

ぼ
う
！

日
時
９
月
３
日
㈰
　
午
前
11
時
～

対
象
未
就
学
児
（
保
護
者
同
伴
）

定
員
申
込
先
着
10
組

講
師
小
川
真
氏
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ス
ポ
ー

ツ
キ
ッ
ズ
指
導
者
）

申
込
要
事
前
予
約

■
あ
す
と
市
民
講
座
　
「
人
生
１
０
０

年
時
代
！
　
終
活
・
私
の
百
年
ら
い

ふ
ノ
ー
ト
」

日
時

９
月
３
日
㈰
　
午
後
２
時
～

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

教
材
費
５
０
０
円
（
ら
い
ふ
ノ
ー
ト

お
持
ち
帰
り
）

講
師
竹
内
奉
正
氏
（
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

研
究
所
所
長
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
晴
雅
彦
コ
ン
サ
ー
ト
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
９

～
ど
こ
か
で
聴
い
た
名
曲
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
～

日
時

９
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

入
場
料

大
人
／
前
日
ま
で
に
予
約

１
５
０
０
円
（
当
日
１
８
０
０
円
）

小
学
生
／
前
日
ま
で
に
予
約
７
５
０

円
（
当
日
９
０
０
円
）

出
演

晴
雅
彦
氏
（
バ
リ
ト
ン
）・
江

口
砂
貴
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
矢
崎
真

理
氏
（
ピ
ア
ノ
）

申
込
あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
に
て
、
チ

ケ
ッ
ト
発
売
中

■
あ
す
と
盆
踊
り
大
会

～
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
　
あ
び

こ
踊
り
・
大
津
お
ど
り
～

ふ
た
つ
の
文
化
財
を
伝
承
し
て
い

く
た
め
、
歴
史
と
未
来
へ
の
展
望
に
つ

い
て
、
皆
で
語
り
合
い
、
楽
し
く
踊
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

９
月
17
日
㈰
　
午
後
３
時
～

５
時
（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
０
０
人

入
場
料
無
料
（
踊
り
参
加
の
人
に
は

粗
品
あ
り
）

解
説
奥
野
美
和
（
生
涯
学
習
課
文
化

財
係
）

出
演
あ
び
こ
踊
り
保
存
会
、
大
津
お

ど
り
保
存
会
、
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
ア
ダ
ワ
ス
氏

（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
え
が
お
先
生
と
ス
マ
イ
ル
撮
影

会
！
　
「
な
り
き
り
ス
タ
ジ
オ
」

将
来
何
に
な
り
た
い
？
　
え
が
お

先
生
に
な
り
き
り
写
真
を
写
し
て
も

ら
お
う
！

日
時

９
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
～

２
時
20
分
（
開
場
午
後
０
時
45
分
）

同
時
開
催
「
親
学
習
」

え
が
お
先
生
の
「
親
と
子
の
笑
顔
写
真

セ
ミ
ナ
ー
」

時
間
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

<
両
講
座
と
も
>

対
象
小
学
生
と
保
護
者

定
員
申
込
先
着
20
組

講
師

え
が
お
先
生
（
笑
顔
写
真
家
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

※
ど
ち
ら
か
の
講
座
一
つ
の
み
受
講

可
能
で
す
。

■
第
52
回
歌
声
サ
ロ
ン

童
謡
・
唱
歌
・
叙
情
歌
や
流
行
歌

な
ど
、
思
い
出
の
曲
を
大
き
な
声
で
歌

え
ば
気
分
爽
快
！
 

日
時

９
月
24
日
㈰

午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

参
加
料

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

出
演

酒
井
健
太
郎
氏
（
リ
ー
ダ

ー
）・
山
本
汎
昭
氏
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）・
松
田
洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

※
歌
本
を
す
で
に
お
持
ち
の
人
は
必

ず
持
参
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
で
な
い
人
は
購
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
販
売
価
格
１
０
０
０
円

（
税
込
）（
定
価
１
２
９
６
円
（
税
込
））

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
絵
本
読
み

語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

９
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集

中
！各

講
座
１
回
の
み
無
料
・
要
予
約
　

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

▽
健
康
ヨ
ガ

日
時

毎
週
金
曜
日
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
12
回
分
１
万
６
８
４
８
円
）

講
師
矢
内
な
お
み
氏
（
国
際
ヨ
ガ
協

会
大
阪
南
学
園
長
）

持
物

運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も

Ｏ
Ｋ
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

▽
い
き
い
き
太
極
拳

日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
12
回
分
１
万
６
８
４
８
円
）

講
師
梶
上
正
毅
氏
（
大
阪
太
極
拳
協

会
指
導
員
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

遺
言
・
養
育
費
な
ど
の
相
談

無
料
公
証
相
談
所
を
開
設

ね
こ
ろ
じ
の
会
主
催

「
猫
の
譲
渡
会
」
開
催

「
国
民
年
金
基
金
」
の
ご
案
内

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を

高
齢
者
地
域
支
援
イ
ベ
ン
ト

「
運
動
講
座
」

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。

５
周
年
　

日
韓
文
化
フ
ェ
ス
タ
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木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

いずみおおつのキラリ★

★
★
★

★このコーナーでは、泉大津市のキラリと輝く
人財やさまざまな活動を紹介します。

★ 世界を舞台に活躍！
堀庭　裕平（ほりば　ゆうへい）さん

　平成 29年カザフスタンで開催された第 16回Ｕ21アジ
アジュニア＆カデット空手道選手権大会Ｕ21「男子：形」
で本市在住の堀庭裕平さん（20歳）が優勝（２連覇）しました。
　これまでも数々の国際大会で輝かしい成績を収め、ジュニ
ア時代には世界大会での優勝経験もあり、現在、（公財）全
日本空手道連盟の全日本強化選手に選出されています。
　先日、アジア大会優勝による市長表敬訪問の際に、「空手
が好きなので楽しんで競技に取り組んでいる。楽しみながら
競技をした先にいい結果が出ればいいと思う。」と語り、礼
儀正しく、堂々としていながらも謙虚な姿勢は、さすがトッ
プアスリート！
　泉大津市から日本を代表する選手が世界を舞台に活躍して
います。空手競技、堀庭裕平さんに今後も注目です。泉大津
市を挙げて応援していきましょう！

空手「形」アジア大会U21優勝

市長室にて

アジア大会U21での演武

障がい者団体やボランティア団体な
どで組織する泉大津市ふれあいキャン
ペーン実行委員会では、障がいのある
人もない人も、一緒に楽しめるレクリ
エーション大会を開催します。模擬店
や当日参加もできる軽運動会も行いま
す。なお、グラウンド・ゴルフ大会
は、参加人数に限りがあるので泉大津
市ふれあいキャンペーン実行委員会参
加団体のみとしています。
日時 9月23日㈷（雨天中止の場合、
順延なし）
場所 東雲公園（市役所東側）
内容 ▷前半…グラウンド・ゴルフ大
会（午前10時開会予定）　▷後半…軽
運動会（午後0時30分開会予定）
問合 障がい福祉課（市役所１階９番
窓口）

「二田・松之浜まちぐるみミュージア
ム」「いずみおおつ　おづみん文化フ
ェスティバル」合同オープニング・セ
レモニー

いずみおおつ　おづみん文化フェス
ティバルは、市内各地で開催する文
化・芸術のイベントを通じて、泉大津
の魅力を体感する取り組みです。開催
期間は9月23日㈷～12月3日㈰。二
田・松之浜まちぐるみミュージアム
は、松之浜駅周辺地域を1つの博物館
として「来館者」の皆さんに「展示」
を行います。オープニング当日は、お
づみんも登場します。くす玉割りやオ
リジナルグッズプレゼントもあります(
数量限定)。ご家族でお越しください。
日時・内容 9月23日㈷　▷セレモニ
ー開始　午前10時、▷座談会「地域で
つくるまちづくり」市長ほか　午前10
時20分～11時、▷まちぐるみウォー
キング　(文化財保護委員細川憲伺氏に
よる解説)　午前11時～午後０時30分
場所　あすとホール
主催 泉大津市教育委員会、あすとホ
ール、桃山学院大学、泉大津市文化財
保護委員会、泉大津市文化祭実行委員
会
問合 あすとホール（☎20・6778）

緑化ボランティア協議会は、市内の
公園などで緑化・美化活動を行う市民
団体です。
■第5回花と緑を楽しむ市民の集い
日時 ９月24日㈰　午前9時30～正午
（雨天決行）　場所 東雲公園
内容 ▷オープニング演奏・いずみ太
鼓「皷聖泉」(開演午前9時30分)　▷
「第4回市民ガーデニング・コンクー
ル」の表彰(開式午前10時）(会場に応
募された全作品の写真パネルを展示)
▷はぼたんの苗、紅白100組を抽選で
配布（受付午前9時開始、抽選・配布は
表彰式終了後午前10時30分ころ～）
注意 ▷駐車場は市役所駐車場（有
料）▷自転車は市役所自転車置き場へ
▷小学３年生以下は保護者（20歳以
上）同伴でお願いします。
■「第10回緑化ボランティア協議会活
動写真展」
期間 10月18日㈬～24日㈫（土・日
曜日を除く）
場所 市役所１階ロビー
内容 ▷緑化ボランティア協議会所属
団体の活動報告写真　▷ガーデニン
グ・コンクール表彰作品紹介
問合 緑化ボランティア協議会　(樽井
☎090・2010・8859）

情報

Ivent  Information

㈷
32/9 障がい者

レクリエーション大会

㈷
32/9 文化フェスとまちぐる

みミュージアムを開催 ㈰
42/9 緑化ボランティア協議

会「秋の催し」

32

泉大津市福祉ふれあいまつりで開催
される「ふれあいカラオケ大会」の出
場者を募集しています。
日時 10月14日㈯　午前10時30分～
午後3時30分
場所 総合福祉センター４階大広間
定員 市内在住の人　先着15人
内容 １人１曲（２コーラス）
受付期間 9月4日㈪～15日㈮
申込 事務局へ直接お申し込みくださ
い。（電話申込不可）
問合 ふれあいまつり実行委員会事務
局（☎23・1390）

家庭で使った水が、どのようにして
きれいになるか、水みらいセンターの
内部がどうなっているか、楽しく体験
してみませんか。大阪府や泉州各市町
のキャラクターもやってくるよ。
日時 10月29日㈰　午前10時～午後
０時40分ごろ（小雨決行）
場所 中部水みらいセンター（貝塚市）
定員 大人と子どもあわせて100人程
度（小学生以下は保護者同伴。大人の
みの参加も歓迎）
内容 水処理施設見学、下水道の話、
微生物観察、チリメンモンスター
応募期間 ９月１日㈮～29日㈮　午後
5時まで（応募多数の時は抽選）
申込 片道はがき、ファクスまたはメ
ールで、代表者の氏名・郵便番号・住
所・電話番号・参加人数（大人○人、
子ども○人および各学年）を記入のう
え、下記の申込先まで
※会場内の移動には、エレベーターや
スロープがないところがあります。車
いすご利用などお体の不自由な人は、
その旨も合わせてご記入ください。
申込先 ▷郵送　〒597・0095貝塚
市港25番地　大阪府南部流域下水道事
務所「フェスティバル参加」係まで
▷ファクス　072・438・8237　▷
メール　nambugesui-g22 @sbox.pr
ef.osaka.lg.jpへ。結果は応募者全員
に、はがきにて10月初旬に発送予定。
問合 府南部流域下水道事務所　企画
グループ（☎072・438・7406）

㈯
41/01 ふれあいカラオケ大会

出場者募集

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
７

ｖ
ｏ
ｌ
．
６
「
一
新
紀
元
～
歴
史
を
生

み
出
そ
う
！
　
名
曲
を
ア
レ
ン
ジ
Ｖ

ｏ
ｌ
．
２
～
」

日
時

９
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

内
容
ル
ー
マ
ニ
ア
民
俗
舞
曲
（
バ
ル

ト
ー
ク
）、ス
ペ
イ
ン
組
曲（
ア
ル
ベ
ニ

ス
）、
ボ
レ
ロ
（
ラ
ヴ
ェ
ル
）
　
　
ほ
か

出
演
テ
ィ
ー
モ
：
中
地
聖
子
氏
（
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
）、
竿
下
和
美
氏
（
ピ
ア

ノ
）

ｖ
ｏ
ｌ
．
７
　
「
フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
～
動
物
の
世
界

～
」

日
時

９
月
17
日
㈰
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

内
容
羊
は
安
ら
か
に
草
を
食
む
（
バ

ッ
ハ
）、フ
ル
ー
ト
協
奏
曲「
ご
し
き
ひ

わ
」
よ
り
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
）、

ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
（
リ
ス
ト
）
ほ
か

出
演
谷
村
和
美
氏（
フ
ル
ー
ト
）、吉

野
正
江
氏
（
ピ
ア
ノ
）

共
通
事
項

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

定
員
座
席
数
約
１
３
０
席

費
用
入
館
料
（
一
般
６
５
０
円
／
65

歳
以
上
・
高
大
生
４
５
０
円
）

申
込
・
問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物

館
（
☎
46
・
２
１
６
２
）

い
ろ
い
ろ
な
事
情

�
�
�
�

で
中

�
�
�

学
校

�
�
�
�

を

卒
業

�
�
�
�
�で

き
な
か
っ
た
人�

�

、
実
質

�
�
�
�

的�
�

に

十
分

�
�
�
�
�な

教
育

�
�
�
�
�を

受�

け
ら
れ
な
い
ま
ま

中
学
校

�
�
�
�
�
�
�

を
卒
業

�
�
�
�
�し

た
人�

�

が
入
学

�
�
�
�
�で

き

ま
す
。

▽
入
学

�
�
�
�
�

受�

け
付�

け
は
、
年�

�

２
回�

�

あ
り

ま
す
。

今
年
度

�
�
�
�
�

の
９
月
入
学

�
�
�
�
�
�
�

の
受�

け
付�

け

は
、
各
学
校

�
�
�
�
�
�

の
２
学
期

�
�
�

の
は
じ
ま
り

か
ら
９
月�

�

８
日�

�

㈮�
�

ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
学
校

�
�
�
�

の
休
業
日

�
�
�
�
�
�
�（

土�

・
日
曜
日

�
�
�
�
�

、

祝
日

�
�
�
�
�）

は
除�

�
き
ま
す
。

「
あ
い
う
え
お
」か
ら
勉
強

�
�
�
�
�で

き
ま

す
。
今
年

�
�
�

の
４
月�

�

１
日�

�

現
在

�
�
�
�

で
、
15

歳
以
上

�
�
�
�
�
�

の
人�

�

が
入
学

�
�
�
�
�

で
き
ま
す
。

授
業
料

�
�
�
�
�
�
�
�は

い
り
ま
せ
ん
。

大
阪
府
内

�
�
�

に
住�

ん
で
い
る
人�

�

が

入
学

�
�
�
�
�

で
き
ま
す
。
外
国
籍

�
�
�
�
�
�

の
人�

�

も

入
学

�
�
�
�
�で

き
ま
す
。

問
合

�
�
�
�
�

岸
城
夜
間
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
☎
０
７

２
・
４
３
８
・
６
５
５
３
）
ま
た
は

岸�
�

和
田
市
教
育
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
☎
０
７

２
・
４
２
３
・
９
６
０
７
）

日
時
・
場
所

▽
９
月
３
日
㈰
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
　
泉
大
津
郵
便

局
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休
憩
）

▽
９
月
13
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分
　
大
津
神
社

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
な
ぁ
」、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
？
」、
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
気
軽
に

集
え
る
場
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
の
ご
協
力
の
も
と
、「
ド
レ
ス
タ
オ

ル
」
も
作
成
し
ま
す
。

日
時

９
月
26
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
30
人

参
加
費
材
料
費
と
し
て
１
５
０
円

※
た
だ
し
、
タ
オ
ル
は
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３

９
３
）

夜
間
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�で

勉
強

�
�
�
�
�し

ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

献
血
の
お
知
ら
せ

㈰
92/01 泉州下水道フェスティ
バル2017

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
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▽
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
市
民

体
育
祭
が
古
池
公
園
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
チ

ー
ム
参
加
種
目
は
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
競
技

は
当
日
参
加
可
能
で
す
。
(16
ペ
ー

ジ
参
照
）
ご
家
族
お
揃
い
で
秋
の
一

日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
（
松
）

▽
泉
大
津
高
校
が
作
っ
て
く
れ
た
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
応
援
動
画

が
泉
大
津
駅
改
札
前
で
放
映
中
。
ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
！
（
10

ペ
ー
ジ
）
そ
し
て
皆
さ
ん
も
毎
日
お

づ
み
ん
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
忘

れ
が
ち
な
土
日
は
要
注
意
！
（
萬
）

▽
表
紙
と
4
ペ
ー
ジ
で
ド
ド
ー
ン
と

紹
介
の
The
Blankets.　
泉
大
津

の
魅
力
を
P
R
す
る
た
め
誕
生
し
た

新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
全
国
か
ら

曲
と
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集
。

音
楽
好
き
、
泉
大
津
好
き
よ
集
え
！

君
が
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ツ
だ
ぁ
。
（
大
）

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　

　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 
にに

0031･33XAF4671･33☎館民公南●
2346･23XAF2346･23☎ムーホ年少青労勤●
6681･02XAF1481･02☎館習学生弥根曽上池●
7544･13XAF5544･13☎館編織●
7730･13XAF2650･23☎館書図●
3537･33XAF0644･13☎ータンセ援支育教●
2346･23XAF9868･32☎当担策政働労課済経域地●
4928･12XAF4920･12☎

)ータンセルベ(ータンセ援支祉福・健保者齢高●
4931･32XAF0931･32☎ータンセ祉福合総●
5556･12XAF5556･12☎ンロサんじんに●

7109･42XAF6109･42☎
）ざらぷづお（ータンセ援支動活民市●

6508･23XAF2265･23☎院病立市●
1350･33XAF9110･12☎部本防消●
2140･12XAF1311･33☎所役市●

連
の
関
機
係
関
所
役
市

土

s

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

スーコ

日曜集収
みご燃可

量量減減減量減量みみみ減み減ごご

ロ
み減量量に減減減量減量みみみ減み減ごご

プ

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗

「。すで5270は番局外市の市津大泉

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　

　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 

ンン

日
類

㈫

紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月01

/

日42、㈫日01

㈬日52、㈬日11

㈬日52、㈬日11

㈫日13、㈫日71、㈫日3

㈬日81、㈬日4

㈬日81、㈬日4

日

向けたスローガン

曜月週毎

日曜木週毎

日曜金週毎

!トクェジロ

u-ustoimuzi-iados/moc.natnak-s//:s
)象対がどな者いが障覚聴に主(0035･005･0

)帯携(2258･32･5270☎・)料無料話通(0035･32
。いさだくみ込し申おでトッネータンイはくしも話電へ
込申話電みご大粗、は人の望希ごを)制料有(集収のみ

」源資ばれけ分、みごばれぜ混「

ウュジゴージ

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　

　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 

2 を100・32XAF・☎ータンセ援支て育子域地●
3454･33XAF1818･33☎ータンセ健保●
2021･33XAF0021･33☎館育体合総●
6650･32XAF5050･32☎館民公北●
0031･33XAF4671･33☎館民公南●

先
絡
連

7

ご
た

成
燃可
平

37.92Ｈ
あ人1

標目

ロプ

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　

　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 

。
g

㌧
量

分
868量みご

月7年92成

4.673標目g9.1
みご燃可の日一のり

たしまり回上ｇ5.4

!!トクェジロ

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　

　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 

。
ご
すまし

い願お力協ごに量減のみご
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袋ジレON「は日5月01

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 3期分
●国民健康保険料
　　 ( 普通徴収 )…………………9月分
●後期高齢者医療保険料
　　 ( 普通徴収 )…………………9月分
●介護保険料 (普通徴収 )………9月分

　　 

　　 

編集後記

市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分～午後 5時 15分まで行っています。
（日曜開庁は午前 9時～午後 5時）

地域の歴史を創った人たち(9)　
泉州考古学の父　森浩一

同志社大学名誉教授の故森浩一氏は、戦後の考古学
ブームをけん引し、大きな業績を残した考古学者で
す。考古学者として最初の一歩を踏み出したのが、泉
大津の地です。幼少のころより考古学・古代史に興味
を持ち、同志社大学で史学を学んだ後、昭和26
（1951）年、大阪府立泉大津高校の教諭となりまし
た。高校では地歴部の顧問として、高度経済成長期の
大規模開発の陰で失われていく遺跡の調査と保存活動
を、生徒とともに行いました。森氏の率いる地歴部の
活動がなければ、泉州地域の多くの重要な遺跡・遺物
の情報が失われてしまったでしょう。さらに地歴部員
は卒業後、文化財関係の職に就き各地で文化財行政の
基礎を確立していきました。森氏は、素晴らしい研究
成果を残しただけでなく、人材も育成した、まさしく
泉州考古学の父なのです。惜しくも平成25年8月に永
眠されました。

森氏と地歴部の活動は、高校内に設置された考古資
料室にて見学（予約制）することができます。見学希
望者は府立泉大津高校（☎32-2876（代））までお問
い合わせください。

次回「泉大津の港の変遷(1)」をお送りします。

泉大津高校の考古資料室

◆土器講座「弥生土器をつくろう」（毎月実施）
日時／9月16日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、
午後とも先着8人　参加費／300g300円～　申込／9月9日
㈯午前10時から電話予約

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／①9月3日㈰、②10月1日㈰　①②とも午前10時～、
午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人　参加費／30g
まで500円、30g超は一律600円　申込／①申込受付中、②
9月24日㈰午前10時から電話予約

◆文化財セミナー 骨からみる人間と動物のかかわり「弥
生時代と動物のかかわり～東海地方の事例から～」
日時／9月9日㈯　午後1時30分～3時 定員／100人　講師／
山崎　健氏（奈良文化財研究所　主任研究員）

なお、詳細は弥生学習館へ。

織編館
おり   あむ   かん

☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館
開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館
☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

◆「手織体験」真田紐
日時／9月24日㈰、25日㈪、28日㈭、29日㈮　午前10時～
午後3時　場所／体験学習室 定員／各回先着4人　受講料
他／100円、材料費1本250円　講師／織編館手織ボランティ
アの皆さん　申込／9月7日㈭午前10時から電話予約

◆織編館ギャラリー
「アール・ロクマル展」
期間／9月8日㈮～10日㈰　内容／洋画・日本画・書・写
真・工芸を約50点展示
「第28回セレーネ展」
期間／9月15日㈮～19日㈫　内容／美術作品の展示

◆ふるさとの古文書解読講座（初心者向け）
市内の古文書を通して近世の泉大津を読み解きます。

日時／9月19日㈫、26日㈫　午後1時30分～3時（受付午後1
時～）　場所／テクスピア大阪3階302会議室 受講料／100
円　講師／山口恭子（市史料室）

なお、詳細は織編館へ。

池上曽根弥生学習館と織編館の催し案内です。
各施設情報は下記QRコードからご覧ください。

〔問合〕生涯学習課　(市役所3階）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

　桃山学院の前身である大阪三一神学校の卒業生で、のち
に日本聖公会（キリスト教会）の司祭として活躍した牛島
惣太郎という人物の足跡を通して、桃山学院大学と日本聖
公会の歴史の一端を紹介します。
期間　10 月 3日㈫～ 11 月 10 日㈮　午前 9時～午後 5時
場所　桃山学院史料展示コーナー（聖ペテロ館 2階）
問合　生涯学習課（市役所 3階）

大学連携企画展「牛島惣太郎と大阪三一神学校」
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　泉大津の歴史の大部分は「ちぬの海」と呼ばれた大阪湾
とともに語られてきました。文学や歌、伝承のほか、池上
曽根遺跡から出土した自然遺体などから、泉大津と海のか
かわりについてご紹介します。
期間　9月 27 日㈬～ 10 月 5日㈭
場所　市役所１階ロビー
問合　生涯学習課（市役所 3階）

地域環境基金活用事業
企画展「ちぬの海と歴史的環境」




